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Ⅵ　総括

　御所野遺跡における「盛土遺構」の内容や形成過程を把握することを目的として行った平成21～24年度の

調査では、まず、平成 ４ ・10年度に調査が行われたトレンチ（Ⅳ区）を再掘し、調査を行った。Ⅳ区は、平

成 ４ 年度調査が行われた FH48・FH46・FJ46・GA44トレンチを含み、平成10年度に設定され、調査が行わ

れたトレンチである。その後、他のトレンチを順次設定し、内容確認を行った。ここでは、 ４ カ年にわたる

調査成果について、以下の項目ごとにまとめることとしたい。

Ⅳ区付近の旧地形について
　中央部では、Ⅳ区東トレンチからⅣ区西トレンチ１・ ２ に向かうように、東側から続く尾根が南東−北

西方向に傾斜している。Ⅴ b 層上面におけるⅣ区東トレンチとⅣ区西トレンチ ２ の比高差は約 ４ ｍを測る。

また、Ⅳ区から配石遺構が位置する北側に向かっては、ごく緩やかに傾斜する（第 ３ 図）。

中央部における層序とその内容について
　FJ46・GA44トレンチでは、中掫火山灰（To-Cu）が多量に混入するⅢ層の上に縄文時代の堆積層である①・

②層を確認した。

　①層は黄褐色土ブロックを主体とし、炭化物粒や土器片、チップが極少量混入する。遺物の混入は客体的

である。この黄褐色土ブロックは主にⅤ層起源と考えられ、層厚は ５ ～25㎝を測る。また、Ⅳ区西トレンチ

１においても①層に相当する黄褐～にぶい黄橙色土ブロックの堆積を確認した。北西−南東の傾斜方向に平

行に堆積している。①層を確認した範囲は、東側から続く尾根が傾斜する斜面の頂部に沿うように、北西−

南東方向に50～60ｍ、北東−南西方向に10～15ｍに及ぶ。

　②層は黒褐色土を主体とし、中掫火山灰（To-Cu）が少量混入するとともに炭化物粒や土器の小片が少量

混入する。Ⅳ区東トレンチ及びⅣ区西トレンチ１において確認した②層は、混入物は極めて少なく、鉱物分

析では、To-Cu に由来する火山ガラスが比較的多く含まれると報告された。この層はⅣ区西トレンチ２で

もわずかだが確認した。層厚は10～25㎝を測る。②層を確認した範囲は、北西−南東方向に90～100ｍ、北

東−南西方向ではⅣ区付近において20～30ｍに及び、①層の確認範囲より広範囲である。

遺構について
　平成21～24年度に精査を行った遺構は、配石遺構 ２ 基、竪穴住居跡25棟、土坑13基、柱穴54個、遺物出土

集中箇所 ３ 箇所である。このほか、Ⅳ区全域において竪穴住居跡などの遺構と考えられるプランが重複する

様子を確認した。北側に向かうにつれて、遺構密度が高くなり、重複も激しい。

　竪穴住居跡は縄文時代中期中葉～後葉のものが多い。出土遺物や平面形などから推定される帰属時期は、

円筒上層 e 式期（GF56-01竪穴住居跡）、大木 ８ b 式期（FJ46-02、FJ46-03、GA44-01、GE56-01竪穴住居跡）、

大木 ８ b～ ９ 式併行期（FE38-01竪穴住居跡）が挙げられよう。竪穴住居跡の堆積土はほとんどが人為堆積

によるものと考えられ、各種多量の遺物が出土している。

　FI46配石は竪穴住居跡の堆積土の上に構築されており、平成10年度調査では、配石遺構の確認面におい

て大木10式の縄文土器片が出土している。

　Ⅳ区西トレンチ ２ はⅣ区やⅣ区西トレンチ１とは様相が異なる。遺物包含層は人為堆積によるもので、遺

構の可能性も考えられるが、浅谷斜面に堆積した遺物包含層という様相も看取できる。調査面積が狭いため、

結論付けることはできないが、『御所野遺跡Ⅰ』で「中央部北側の遺構群」として、配石遺構北側斜面で確
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認されている遺物包含層との類似が考えられ、今後比較検討が必要となろう。

重複する遺構との関係について
　Ⅳ区、Ⅳ区西トレンチ１、Ⅳ区東トレンチでは①・②層を掘り込んで構築される竪穴住居跡を検出したが、

Ⅳ区 FH46 ・FH48トレンチでは遺構の重複が激しく①・②層ともに確認することができなかった。

　Ⅳ区 FJ46トレンチで検出した GA44-01竪穴住居跡（大木 ８ b 式期）は、①層を掘り込んで構築され、②

層中を床面とする。同トレンチで検出した FJ46-02竪穴住居跡（大木 ８ b 式期）は②層を掘り込んで構築され、

Ⅳ a 層中を床面とする。Ⅳ区西トレンチ１においても①層を掘り込んで構築される FE38-01竪穴住居跡（大

木 ８ b～ ９ 式併行期）を検出した。Ⅳ区東トレンチでは明確な①層の堆積は確認できなかったが、②層を確

認し、これを掘り込んで構築される GF56-01竪穴住居跡（円筒上層 e 式期）を確認した。

①・②層の時期について
　①層や②層からは出土遺物が非常に少ないため、先に述べた竪穴住居跡との重複関係からその時期を推定

すると、②層はおおよそ前期後半～中期中葉、①層は中期中葉～後葉に堆積したものと考えられよう。①層

は②層と比べ、短期間に堆積した可能性が考えられる。

御所野遺跡における「盛土遺構」の形成過程と今後の課題
　Ⅲ層上位で確認した黒褐色土を主体とする②層は、自然科学分析では、「人為的な営力が及んだ堆積物」

とされつつも「堆積後の再移動などはなかった」可能性が指摘されている。②層の確認範囲は広範囲に及ぶ

ことも鑑みると、①層と②層の堆積要因は異なる可能性が考えられる。

　黄褐色土ブロックを主体とする①層の供給源や形成要因を検討するためには、これまでに調査が行われて

きたⅣ区北側に位置する配石遺構や配石遺構の下で確認されている遺構群についての検討が必要であろう。

　特に、これまでにⅡ a・Ⅱ b・Ⅴ区で確認されている中期中葉～末葉の竪穴住居跡やフラスコ状土坑、掘

立柱建物跡や多数の柱穴などについて、堆積土や出土遺物の特徴、遺構が構築されている層序の確認、遺構

の時期変遷、Ⅳ区で確認した遺構との比較などが課題である。中央部における集落構造についての検討は、

今後、「盛土遺構」の内容を検討する際の課題であるとともに、その視点の一つとなろう。さらには、他の

遺跡の「盛土遺構」や類例との比較検討も課題となろう。

　平成21～24年度にわたる ４ カ年の調査によって、今後、御所野遺跡における「盛土遺構」の詳しい内容の

検討を行っていくためのスタートラインに立つことができたのではないかと考えている。

　末筆ながら平成19年度及び平成21～24年度の発掘調査及び整理作業に従事された方々、御指導御協力いた

だいた関係各位に心から感謝申し上げ結びとしたい。
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